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1. はじめに

海上保安庁は、日本近海VL:Jo~ける海潮流の流況を関係者K知らせるためK、船舶及び航空機K よる水温、流速

等の海洋観測結果、あるいは定置した各種流速計Kよる海潮流観測l結果をもとK、海洋速報、潮流図等を発行し

ている。しかし、とれら船船等Kよる観測l方法Kは時空間的左限界があって、同時K広域海面の流況を把握する

Kは十分とは言え左い。との点、近年、各方面から注目を集めているリモートセンシング、ととK人工衛星を利

用した観測手段は、同時性、広域性K優れているためK、その活用は海洋情報把握の観点から大き左期待がかけ

られている。本研究は、現在圏内的K入手可能左人工衛星データのうち、気象衛星NOA Aと地球観測l衛星 LA 

NDSA Tのディジタ Jレ画像データを用いて、沿岸流及び海流の流況把握を試みるととによ b、今後の海洋力学

分野への応用Kついて検討しようとするものであり、本報告はその概要を述べる。

2. 人工衛星データと解析方法

本研究で用いた人工衛星データは、気象衛星NOA Aー6と、地球観測l衛星LANDSAT-2VLよって得ら

れたディジタル画像データである。とれらの人工衛星データの特徴は第1表に示すとなりであり、各衛星の軌道

周期及び搭載されている観測機器Kよって異友

る。データの収集周期は、 NOAA-6は12 

時間vc1回、 LANDSAT-2は 18日間VL1回

である。搭載観測機器の解像力は、 NOAA-

6のAV H R R ( Advanced Ver y Hi g h 

Res o 1 u ti on Rad i ome t e r）が 1.1 Km、LA 

NDSAT-2のMSS (Multi Spectral 

Scanner 〉が 80 mであり、本報告で取り

扱うデータの波長領域もそれぞれ遠赤外部、可

第 1表気象衛星NOAA-6と地球観測l

衛星LANDSAT-2の人工衛星デー

タの特徴

Satellite NOAA-6 LANDSAT-2 

Sensor AVHRR 
(Advanced Very 

High Resolution 
Radiometer) 

TOVS ( HIRS, SSU, MSU) 
4(5・）
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l.lkm 

可ムa
 

r
 

令し・
内
iw

＠
旬
、
E

，
p
r
 

s
e
 

n
 

i

n

 

t
a
 

、ムF
M

S
U
E
 

S
M
 

M
’t
 

）
 

m
 

s
u
’
 

r
可
企
’

t

o
e
s
 

s
n
h
 

n
n
t
 

e
a
s
 

s
h
n
 

円し

M
e

r

l

 

e
a
e
 

h
t
v
 

t
a
a
 

O
D
W
 

RBV 
4(5**) 
0.5-0.6,0.6-0.7, 
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Nadir Spatial 
Resolution 
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Differential 
temperature 

Coverage Cycle 
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・： Channel 5 will be mounted on NOAA-12(NOAA-G),and 
wavelength of Channel 4 will be slightly changed. 
Channel 5 (Thermal IR Band) is not available. 
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視部と異在る。とれらのことから、一応NOAAのAVHR Rデー 第2表 本 研 究K用いた人工衛星データ

タはMeso -Scale ( 1 0 OKm～1.0 0 OKm), Coarse-Scale 

( 1 Km～lOOKm）の海洋現象K、LANDS A TのMs Sデータ

はCoarse-Scale, Fine -Scale ( 1 m～1.000m）の海

洋現象の把握K適していると言われている。左シ、本報告で述べる

人工衛星データは第2表K示すと bりである。

NOAA-6(AVHRR) I LANDSAT-2(MSS) 

M町札1980 I March 19,1981 

Septemb！日r 17,19日1

NOA AのAVHR Rデータの解析は、古賀（ 1982）の方法Kより海面水温図を作成し、との図沙諸ら黒潮

及び黒潮周辺の渦等の海況を判定した。更K、との黒潮パターンと、アルゴス（ ARGOS）システムを利用し

た漂流ブイ Kよる海洋調査結果と対比させ、実際の流況とどう対応しているかを調べた。

一方、 LANDS A TのMs Sデータの解析は、 PAT  H番号11 7、Low番号34の画像（北陸地方）デ

ータのうち、 4 ' 5 ' 6バンドのデータから強調画像を作成した。更K、河川水の流出パターンを指標とした沿

岸流の空間的衣規模を推定するためK、新信横川河口付近のクラスター付村を行った。

3. 解析結果

仕） NOAA-6のAVHR Rデータ

(j) 1980年5月23日のデータKついて

写真lは、幾何学補正を施し、メノレカトーノレ図法で表現した海面水温図である。との写真の場合、海面水温は

1. 5℃～ 2 4℃までの聞を 15段階に区分されてなり、 1段階の温度差は 1.6℃である。写真の左端Kは日本列

島が表現されてかム黒潮及び続流、親潮の第1、第 2分枝が極めて明瞭K表現されている。また、海水温分布

は船舶の離散的な調IJ点Kよる水温観測結果からは到底求め得左い複雑左パターンを表している。更K、とれを見

やすくするためK、判読図を第 1図K示した。黒〈陰影をつけた部分は、 19. 1℃以上の高温域を示し、ほほ黒

潮K対応する。また、薄い陰影の部分は、 6.3℃以下でほぼ親潮域を示す。親潮は、第 l分枝、第2介枝ともK

3 9°N 付近まで南下して :J:,~ 9、黒潮は、ベルト状VL3 8°N , 1 4 5° E付近まで北上し、そとから約2℃降温

し左がら、 36° N, 1 4 8° Eまで南下し，再び除々 K北上して大きく蛇行しながら流れている様子が分かる。

また、一口Kその流路をベJレト状と表現したが、水温分布からみる限り、場所Kよってその幅を広げたり、狭め

たbしながら流れている。

ほほ同時期のアノレコ・ス漂流プイの流跡は、第2図K示す

となりである。とのブイの流跡Kついては、石井ほか （1 

9 8 2 ）の詳しい報告があるが、とのうち特K興味のある

のは、 15 7°E付近の様子である。必1のブイは北K大き

く迂回をして東流し、 J伝2のブイは約半年間との海域K停

滞した。石井ほかKよれば、との付近Kは、シャツキーラ

イズ（北西太平洋海膨〉と呼ばれる海底台地があり、 J伝2

のブイはとの影響を受けて停滞し、必1のブイは、との海

（＊） クラスタ一分析：ある特徴空間になけるプロット点

が分布している場合、各プロット

点相互間の距離関係から統計的方

140 145' 150' 155 

鰯錦織＞19.1・c 1：；：：：：・；く6.3・c

法によってクラスター（集落） VL 第1図 1 9 8 0年 5月23日のNOAA-6 

分類する多変量鮪升の一方法である。 (AVHRR)VLよる衛星画像判読図
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底台地の北西部K立つ 3,00 0 mの海山（周辺水深は約6,0

0 0 m）のまわりをほぼ等深線K沿うように蛇行したとして

いる。第 1図の水温分布判読図Kも、との付近で、等温線が

北K迂回して蛇行するパターンとその南側Kも、停留するパ

ターンが認められ、漂流ブイの流町、とよ〈対応しているとと

が分かる。

(ii) 1 9 8 1年 9月 17日のデータKついて

写真2は、幾何学補正を施してい念い、海面水温図である。

40N 

30 
との写真の場合、海面水温は 15℃～2 2℃までの聞を 14 

段階K区分されてなり、 1段階の温度差は 0.5℃である。写

真の左上Kは、幾何学補正を施していないので、か左り歪ん

第 2図 1 9 8 0年 3月～5月の西太平洋北部

海域Kなけるアノレゴス漂流ブイの流跡

でいるものの北海道と本州北部が表わされてなり、常磐沖の

黒潮前線及び襟裳岬付近K親潮第 1分枝が見てとれる。また、北海道の襟裳岬の南東方K、顕著な直径約8OKm 

の暖水域が認められるとと及び北海道南岸沿いの水温が襟裳岬を境Kして東西で異友っているととが注目される。

第 3図は 19 8 1年 8月初句から 10月下句Vてかけてのアルプス漂流プイの流跡であ b、第4図は、写真2から

1 9.0～ 1 9.5℃の等温域を表示した判読図である。第3図Kよれば、漂流プイは 40°N , 1 4 6° E付近で

複雑左流跡を示し左がら、約40日間停滞した。とれまでに放流した漂流 14_0・ 

ブイは、そのほとんどが房総半島沖合から黒潮続流Kよって東へ流れ去っ

てな り、との漂流：プイのように北上したのは珍しいクースである。漂流ブ

イの流跡と、第4図K示す 19. 0～ 1 9.5℃の温度帯のノごターンとがよく

対応しているととから、漂流プイはとの温度帯K沿って北上し、襟裳岬南

東方の暖水域で複雑な流動をし在がら停滞したものと推定される。

以上のよう K、漂流ブイの流跡と、人工衛星データKよる画像がよ〈対

応し、更Kシャツキーライズのよう設局所的'f.r海底地形がとれK反映され

ているととは、沖合の流動構造を把握するうえで有力投手段となる。

(2) -L A N D S A T -2のMs Sデータ

写真3は、 LANDS A Tの4つのバンドのデータのうち、海洋情報が

含まれている 4' 5 ' 6の3バンドのデータを 16段階K編集、合

成して作成した強調画像である。との画像から、沿岸水の沖合への

張り出しの状況が明瞭K見てとれる口第5図は、 19 8 1年 3月1

1日から 15日Kかけて、第九管区海上保安本部が実施した海流観
． 

40 

第3図 1 9 8 1年8月～10月の三
陸東方海域VC:t吋るアノレコeス寝耳スLフ．

イの流悶：

－ 

140 14oE 

45°N 

19.0-19.5C 

測l結果であるが、 Ms Sは対象物の色K関する情報を与えてくれる

ものであり、外洋域Kないては、海水の色K殆んど差は左〈、海流

観測l結果と対応するよう友情報はみられ左い。従って、ととでは、

沿岸域、特K新信濃川の河川水の流出ノξターンK着目して、との海

域（第5図の線で固まれた範囲〉の 8分割Kよるクラスタ一分析を

行った。 ζの結果を写真 4vc示す。とれKよれば新信濃川の河川水

と同じクラスの水塊は、河口から沖合K向かつて約5Km流出すると
第4図 1 9 8 1年 9月17日のNOAA

-6(AVHRR)VLよる衛星画餅聞翻
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とも K、岸沿いに約 15Km北上し、角田埼付

近Kまで歪っている。また、河川水と沖合水

とが混合し、色彩的K変質した水塊は、それ

よb更VLlOKmも北上しているととがよく分か

る。とれら、北向の流れは、第 5図の海流観

測結果Kもみられるが、との例のよう K、河

川水の流出域及び沿岸流の把握のためKは通

常の船舶による海洋観測では不十分であり、

河口域の水理等を考察するうえで、人工衛星

データは極めて利用価値の高いものと言える。

新信濃川のとの時期の流量及び付近の地形K

ついて考慮すれば、との付近の水理Kついて

か左り厳密左議論ができるであろう。

4. おわりに

以上のようK、人工衛星データKよる画像
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39N 

． ， 
I 

は、海洋力学分野の研究Kとって有力左手段と左り得るととが分かる。本報告で取扱った人工衛星データのほかK、

現在圏内的医入手可能友データとしては、静止気象衛星GMS-2 （ひまわり）のVIS SR (Visible and 

IR Spin Scan Radiometer ）データと気象衛星NIMBUS-7のCZ CS (Coastal Zone Color 

Scanner ）データとがある。 GMS-2のVI S S Rデータは 3時間vc1回の割合で得られ、 Macro-Scale

( 1. 0 0 0～3.0 0 0 Km）及び弛so Scal eの海洋現象把握K適していると言われてお‘b、NIMBUS-7 

のCzc Sデータは 18日vc1回の割合で得られ、 NOA AのAVHR Rデータと同様KMeso -Sc al e 及び

Coarse -Sca 1 eの海洋現象把握K適しているとされている。しかも Czc Sデータは、その名のとなり、特

K沿岸域のクロロフィノレを持つ植物プランクトンをはじめとする生物性懸海防の把握K威力があるものとして最

近注目を集めている。また、 19 8 2年 7月17日午前 2時 59分（日本時間） vc打ちあげられた、 LANDS 

AT-4VLは、従来のMs SのほかK高分解能多チャンネノレの地球観測機器である TM(Thematic Mapper) 

が新たK搭載されてな払 Ms Sでは観測でき念かった分野のノ〈ンドが追加されたとと、地上分解能がよい （3 

Om）とと等Kよって、とれK対する期待カ帯せられている。

とれらの人工衛星データを加えるととKよって、海洋力学の研究が更K進められる可能性は大きい。しかし、

現在、人工衛星データの利用Kは、入手K時聞を要するとと、画像の地理的補正が困難なとと、専用の画像解析

装置を要するとと左ど、問題カ載されている。今後は、とれらの点Kついて改善を図り、手軽K人工衛星データ

の利用が可能と在るようKする必要がある。
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